
四島に咲く　令和の花は　平和色

今月の表紙
春の訪れを告げる福寿草
　春国岱ネイチャーセンター横の自然学習林を歩
いていると、残雪や枯れた草木ばかりのモノトー
ンな風景の中に、ひと際目を引くかわいらしい黄
色い花を見つけました。幸福と長寿を招くめでた
い花としても知られる「福寿草」です。まだまだ吹
く風は冷たいですが、春は少しづつ近づいてきて
いるようです。　　　　　　　（３月21日撮影）
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令和２年度市政方針
　
若
者
も
お
年
寄
り
も
、
障
が
い
を
抱
え

る
方
も
、
移
住
者
も
転
勤
者
の
方
々
も
、

誰
も
が
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
後

押
し
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
市
民
の
誇

り
と
幸
福
度
は
高
ま
り
、
根
室
市
創
生
の

大
き
な
活
力
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
安

全
・
安
心
に
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の

実
現
に
向
け
「
防
災
・
減
災
対
策
」
と

「
産
業
振
興
」
そ
し
て
「
北
方
領
土
対
策
」

を
柱
と
し
、
喫
緊
の
課
題
解
決
に
取
り
組

み
ま
す
。  

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
「
水
産
都
市
・
根
室
」
の
再
興
を

成
し
遂
げ
た
い
。
こ
の
思
い
を
、
市
職
員

と
も
共
有
し
、
決
断
・
実
行
・
責
任
の
あ

る
市
政
を
推
進
し
ま
す
。

　

政
府
の
地
震
調
査
委
員
会
に
よ
る
千
島

海
溝
沿
い
地
震
の
長
期
評
価
で
は
、
超
巨

大
地
震
の
発
生
が
切
迫
し
て
い
る
と
さ

れ
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
備
え
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
、
国
土
強
靭

化
基
本
法
に
基
づ
く
「
根
室
市
国
土
強
靭

化
地
域
計
画
」
を
策
定
し
、
災
害
対
応
拠

点
施
設
で
あ
る
市
役
所
庁
舎
建
替
の
基
本

構
想
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

本
年
度
は
、
実
施
設
計
に
着
手
す
る
ほ
か
、

情
報
伝
達
手
段
の
強
化
拡
充
と
な
る
、
防

災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
ま
す
。 

　

ま
た
、
迅
速
な
避
難
行
動
に
向
け
て
、

花
咲
港
会
館
線
の
改
良
工
事
の
ほ
か
、
小

中
学
生
を
対
象
と
し
た
防
災
・
減
災
教
育

の
推
進
、災
害
対
策
本
部
運
営
訓
練
な
ど
、

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両
面
か
ら
対
策
を
加

速
し
ま
す
。

　

昨
年
、
全
国
の
サ
ン
マ
水
揚
げ
量
は
、

４
万
ト
ン
余
り
に
留
ま
り
、
本
市
に
お
い

て
も
、
記
録
的
不
漁
と
い
わ
れ
た
平
成
29

年
の
水
揚
げ
量
を
も
下
回
る
結
果
と
な

り
、
更
に
、
秋
サ
ケ
、
コ
ン
ブ
な
ど
の
主

要
漁
業
が
軒
並
み
不
漁
に
見
舞
わ
れ
、
水

産
加
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
関
連
産
業
は

も
と
よ
り
、
市
中
経
済
全
体
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
お
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

不
漁
原
因
の
科
学
的
解
明
や
国
際
的
な
漁

業
資
源
管
理
の
実
現
を
国
に
対
し
強
く
求

め
、
同
時
に
、
将
来
を
見
据
え
た
安
定
的

な
生
産
構
造
の
確
立
と
、
沿
岸
漁
業
資
源

を
最
大
限
に
活
用
し
た
、
持
続
的
で
安
定

し
た
生
産
体
制
を
構
築
す
る
と
、
決
意
を

新
た
に
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

　

水
産
業
の
振
興
に
当
た
っ
て
は
、
沿
岸

漁
業
振
興
の
柱
と
し
て
進
め
て
き
た
新
ホ

タ
テ
漁
場
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
支
援

す
る
と
と
も
に
、
水
産
資
源
の
増
大
対
策

を
集
中
的
に
進
め「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」

の
定
着
を
一
層
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

昨
年
、
国
内
初
と
な
る
ベ
ニ
ザ
ケ
海
面

養
殖
実
証
試
験
に
着
手
し
、
将
来
へ
の
可

能
性
を
期
待
す
る
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
本
年
度
か
ら
は
、
タ
ラ
バ
ガ
ニ

の
養
殖
事
業
化
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
ま

す
。
い
ず
れ
も
事
業
化
へ
の
道
の
り
は
決

し
て
平
坦
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

引
き
続
き
、
市
内
４
漁
協
な
ど
と
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

　

ま
た
、
本
年
度
、
地
先
水
産
資
源
の
増

大
を
目
指
し
た
「
根
室
市
栽
培
漁
業
研
究

セ
ン
タ
ー
」
が
稼
働
し
ま
す
。
北
方
四
島

に
お
け
る
共
同
経
済
活
動
の
推
進
に
資
す

る
施
設
と
し
て
、
準
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
日
本
で
も
有
数
の
沿
岸
域
を
活
か
し

た
新
た
な
挑
戦
の
基
地
と
し
て
、
そ
の
役

割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

　

商
工
業
の
振
興
に
当
た
っ
て
は
、
地
域

の
活
力
形
成
に
果
た
す
役
割
が
重
要
で
あ

り
ま
す
こ
と
か
ら
、
本
市
の
将
来
に
向
け

た
産
業
の
活
性
化
と
地
域
経
済
の
た
め
の

「
根
室
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
見
直

し
に
着
手
し
ま
す
。 

　

ま
た
、
新
た
な
雇
用
の
創
出
や
事
業
所

進
出
の
た
め
の
設
備
投
資
の
ほ
か
、
地
元

事
業
者
に
新
た
な
需
要
の
呼
び
水
と
な
る

企
業
誘
致
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　

加
え
て
、観
光
の
振
興
に
当
た
っ
て
は
、

「
根
室
市
観
光
振
興
計
画
」
に
基
づ
き
、

情
報
の
発
信
強
化
や
、
受
入
環
境
の
整
備

な
ど
に
よ
り
、
国
内
外
の
観
光
客
の
誘
客

に
取
り
組
み
ま
す
。 

　

農
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
根
室
農
畜

産
業
活
性
化
推
進
協
議
会
に
お
い
て
、
担

い
手
確
保
対
策
、
根
室
農
畜
産
物
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

な
ど
、
持
続
可
能
な
農
畜
産
業
の
構
築
を

目
指
し
ま
す
。

市
政
執
行
の
基
本
姿
勢

重
点
施
策

巨
大
地
震
・
津
波
を
は
じ
め

と
し
た
大
規
模
災
害
へ
の

「
防
災
・
減
災
対
策
」
の
強
化

沿
岸
漁
業
の
振
興
な
ど

地
域
資
源
を
活
か
し
た

市
中
経
済
の
活
性
化

生け簀へのベニザケ放流の様子

根室市長　石垣　雅敏
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主
要
施
策

北
方
領
土
問
題
の
解
決
を

見
据
え
た
関
係
諸
施
策
の
促
進

　

北
方
領
土
隣
接
地
域
と
北
方
四
島
と
の

間
に
お
け
る
、
住
民
同
士
の
顔
の
見
え
る

交
流
を
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
推
進
し
て
い
く

こ
と
も
、
北
方
領
土
問
題
解
決
に
向
け
た

相
互
理
解
の
増
進
や
信
頼
関
係
の
醸
成
に

つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

　

元
島
民
の
思
い
。
平
均
年
齢
84
歳
を
超

え
て
い
る
現
状
で
あ
り
ま
す
。 

　

自
由
な
環
境
で
故
郷
を
訪
問
す
る
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
急
務
で
あ
り

ま
す
。 

　

北
方
領
土
返
還
の
狼
煙
を
上
げ
た
根
室

の
宿
命
と
し
て
、
ま
た
、
自
分
た
ち
の
行

政
区
域
を
奪
わ
れ
て
い
る
根
室
の
責
務
と

し
て
、
思
い
を
一
つ
に
し
、
外
交
を
支
え

る
役
割
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

健
康
増
進　

健
康
相
談
や
健
康
教
育
・
訪

問
指
導
等
の
充
実
、
食
生
活
改
善
知
識
の

普
及
・
啓
発
の
ほ
か
、
特
定
健
診
等
の
受

診
率
向
上
や
生
活
改
善
、
重
症
化
予
防
の

推
進
を
図
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康

意
識
の
向
上
と
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。 

地
域
医
療　

市
立
根
室
病
院
の
持
続
可
能

な
病
院
経
営
を
目
指
し
、
体
制
充
実
や
経

営
改
善
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
医
師
・

医
療
従
事
者
及
び
介
護
従
事
者
修
学
資
金

貸
付
制
度
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

子
育
て
支
援　

多
子
世
帯
に
お
け
る
保
育

所
・
幼
稚
園
の
保
育
料
無
償
化
を
継
続
す

る
ほ
か
、
市
独
自
施
策
と
し
て
「
特
定
教

育
・
保
育
施
設
等
副
食
費
無
料
化
事
業
」

や
「
認
可
外
保
育
施
設
等
利
用
料
軽
減
事

業
」
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
中

学
・
高
校
生
の
入
院
外
医
療
費
を
対
象
と

し
た
「
こ
ど
も
医
療
費
」
の
助
成
範
囲
を

拡
大
し
ま
す
。 

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
等
の
人
材
確
保

幼
稚
園
教
諭
等
修
学
資
金
貸
付
制
度
や
人

材
バ
ン
ク
の
活
用
の
ほ
か
、
幼
保
連
携
会

議
に
よ
る
民
間
事
業
者
と
の
情
報
共
有
を

一
層
図
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
り
安

定
的
な
有
資
格
人
材
の
確
保
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ま
す
。

高
齢
者
福
祉　
「
第
8
期
根
室
市
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」

の
策
定
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
調
査
を
行
う
ほ

か
、
高
齢
者
福
祉
施
策
の
充
実
と
、
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
着
実
に
進

め
る
と
と
も
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

間
の
連
携
会
議
を
組
織
す
る
な
ど
、
人
材

不
足
の
解
消
に
努
め
ま
す
。 

障
が
い
福
祉　

多
様
化
す
る
障
が
い
福
祉

ニ
ー
ズ
に
、
適
確
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス

支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。 

ま
た
、

本
年
４
月
施
行
の
手
話
言
語
条
例
の
趣
旨

を
十
分
踏
ま
え
、
施
策
を
計
画
的
に
推
進

す
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
に

優
し
く
、
乗
降
に
配
慮
し
た
「
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
・
タ
ク
シ
ー
」
を
導
入
す

る
事
業
者
を
支
援
し
ま
す
。 

生
活
自
立
支
援　

生
活
保
護
受
給
者
の
就

労
に
よ
る
自
立
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
生

活
困
窮
者
が
抱
え
る
多
様
な
課
題
に
対
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
連

携
し
た
包
括
的
支
援
に
よ
る
自
立
促
進
に

努
め
る
ほ
か
、子
ど
も
の
貧
困
対
策
と
し
て
、

未
来
応
援
学
習
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
継
続
し
、

一
人
ひ
と
り
が
輝
き
を
持
っ
て
人
生
を
送

れ
る
よ
う
、
切
れ
目
の
な
い
施
策
を
総
合
的

か
つ
効
果
的
に
推
進
し
ま
す
。

消
防
・
救
急　

高
規
格
救
急
自
動
車
の
更

新
や
救
急
救
命
士
の
養
成
、
聴
覚
・
言
語

機
能
障
が
い
者
の
通
報
を
支
援
す
る
シ
ス

テ
ム
の
整
備
、防
火
水
槽
の
整
備
の
ほ
か
、

指
揮
隊
の
機
能
強
化
を
図
る
な
ど
、
災
害

対
応
力
の
向
上
に
努
め
ま
す
。 

地
域
安
全
対
策　

誰
も
が
被
害
者
に
も
加

害
者
に
も
な
ら
な
い
、
事
故
の
な
い
社
会

を
目
指
し
、
関
係
機
関
・
団
体
と
緊
密
に

連
携
し
、
防
犯
対
策
に
係
る
広
報
や
啓
発

に
努
め
ま
す
。 

上
・
下
水
道　

効
率
的
か
つ
効
果
的
な
事

業
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に
、
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
送
・
配
水
管
の
計
画
的
な
更

新
、
処
理
区
域
の
普
及
率
向
上
な
ど
に
努

め
ま
す
。 

環
境
衛
生　

老
朽
化
が
進
む
、
じ
ん
芥
焼

却
場
に
つ
い
て
、
整
備
推
進
に
あ
た
る
専

任
部
署
を
新
設
し
、
整
備
基
本
構
想
に
着

手
し
ま
す
。 

市
営
住
宅　

12
号
棟
の
新
築
工
事
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
望
洋
団
地
の
長
寿
命
化

改
善
工
事
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
次
期

「
根
室
市
公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
」
の

策
定
に
向
け
準
備
を
進
め
る
な
ど
、
住
環

境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。 

道
路
・
河
川
整
備　

瀬せ
ふ
し
う
す

臥
牛
線
や
西
浜

町
３
丁
目
の
西
浜
町
団
地
13
号
線
の
測

量
調
査
設
計
に
着
手
す
る
ほ
か
「
花
咲

港
会
館
線
の
整
備
」
や
穂
香
地
区
の
「
第

二
ホ
ニ
オ
イ
川
浸
水
対
策
工
事
」
な
ど
、

安
全
・
安
心
な
都
市
基
盤
の
提
供
に
取

り
組
み
ま
す
。 

公
園
整
備　

老
朽
化
し
た
園
路
の
更
新
な

ど
を
行
い
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
が

幅
広
く
利
用
し
や
す
い
公
園
環
境
の
整
備

に
努
め
ま
す
。 

互
い
に
支
え
合
い

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る

都
市
基
盤
の
充
実
し
た
ま
ち

納沙布岬から望む北方領土
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ゆ
る
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
る
業
務
の
自

動
化
）
に
よ
る
事
務
の
効
率
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

教
育
施
策
の
展
開　

未
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
社
会
を
生
き
抜
く
力
を
育
む
た
め

の
学
校
教
育
の
充
実
を
は
じ
め
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
生
涯
を
通
じ
て
学
び
、
心
の

潤
い
を
得
な
が
ら
自
己
実
現
に
向
け
て
成

長
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
多
様
な
機
会

を
創
出
し
ま
す
。 

義
務
教
育　

新
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え

た
学
力
向
上
対
策
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
環
境
整

備
事
業
、
通
級
指
導
教
室
の
拡
充
、
義
務
教

育
学
校
の
開
設
な
ど
に
つ
い
て
、
積
極
的
に

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
市
街
地
中
学
校
の
２

校
化
に
向
け
、
教
員
加
配
の
継
続
や
校
舎
大

規
模
改
造
、
統
合
中
学
校
の
交
流
事
業
の
ほ

か
、
花
咲
小
学
校
移
転
の
た
め
の
実
施
設
計

を
進
め
る
な
ど
、
義
務
教
育
環
境
の
更
な
る

向
上
を
後
押
し
し
ま
す
。 

社
会
教
育　

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
発
表
機
会

や
芸
術
鑑
賞
機
会
の
充
実
を
は
じ
め
、
未

来
に
夢
を
抱
い
て
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動

に
挑
戦
す
る
子
ど
も
達
へ
の
支
援
、
読
書

活
動
の
普
及
促
進
、
更
に
は
博
物
館
活
動

の
活
性
化
の
ほ
か
、
将
来
的
な
新
総
合
体

育
館
の
整
備
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会
と

協
議
を
進
め
ま
す
。 

道
立
特
別
支
援
学
校
分
校
・
分
教
室
の
誘
致　

教
育
委
員
会
と
連
携
し
、
要
望
活
動
を
継

続
す
る
な
ど
、そ
の
実
現
に
つ
な
げ
ま
す
。

自
然
環
境
保
護　

市
民
、
企
業
、
関
係
機

関
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
貴
重
な
自
然
環

境
の
魅
力
を
国
内
外
に
発
信
し
、
そ
の
保

護
・
保
全
を
進
め
る
と
と
も
に
、
恵
ま
れ

た
自
然
資
源
の
賢
明
か
つ
持
続
可
能
な
利

用
に
つ
な
げ
ま
す
。 

有
害
鳥
獣
対
策　

エ
ゾ
シ
カ
な
ど
の
農
林

水
産
業
へ
の
被
害
や
交
通
事
故
の
誘
発
等

を
低
減
さ
せ
る
た
め
「
根
室
市
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
」
に
基
づ
く
駆
除
対
策
を
強
化

す
る
一
方
、そ
の
利
活
用
を
推
進
し
ま
す
。

水
産
業
の
活
性
化　

安
定
か
つ
持
続
可
能

な
漁
業
の
実
現
に
向
け
、
国
や
北
海
道
を

は
じ
め
、
市
内
４
漁
協
な
ど
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
「
浜
の
活
力
再
生
広
域
プ
ラ

ン
」
の
着
実
な
推
進
を
支
援
す
る
ほ
か
、

地
域
マ
リ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
、
活
力

あ
る
漁
村
づ
く
り
と
、
各
漁
港
整
備
の
更

な
る
促
進
に
向
け
た
活
動
を
支
援
し
ま
す
。 

漁
業
の
担
い
手
対
策　

漁
業
研
修
に
係
る

研
修
費
用
の
助
成
に
加
え
、
ね
む
ろ
の
未

来
を
拓
く
漁
業
対
策
協
議
会
に
よ
る
資
格

取
得
費
用
の
助
成
、
更
に
は
、
漁
協
青
年

部
連
絡
協
議
会
と
連
携
し
た
資
質
向
上
の

取
り
組
み
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。 

沿
岸
漁
業
の
振
興　

種
苗
放
流
や
移
殖
事

業
、
雑
海
藻
駆
除
等
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
未
利
用
水
域
の
活
用
に
向
け
た
環
境

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
の
継
続
や
、
産
学
官

連
携
に
よ
る
ヤ
ナ
ギ
ダ
コ
の
産
卵
・
ふ
化

放
流
技
術
の
開
発
を
目
指
し
た
取
り
組
み

の
ほ
か
、
海
域
の
特
性
を
活
か
し
た
新
た

な
養
殖
試
験
を
進
め
る
な
ど
、
沿
岸
漁
業

資
源
利
活
用
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
着
実
に
推
進
し
ま
す
。

国
際
漁
業
対
策　

水
産
資
源
の
国
際
的
な

資
源
管
理
な
ど
に
つ
い
て
、国
等
に
対
し
、

引
き
続
き
強
く
要
請
し
ま
す
。 

水
産
食
品
製
造
業
の
振
興　

産
学
官
連
携

に
よ
る
水
産
食
品
の
研
究
開
発
、
低
・
未

利
用
資
源
や
沿
岸
漁
業
資
源
の
高
付
加
価

個
性
を
伸
ば
し
豊
か
な

心
と
感
性
を
育
む
ま
ち

自
然
と
共
生
し
優
れ
た
環
境
を

未
来
へ
つ
な
ぐ
ま
ち

地
域
資
源
を
活
か
し
活
力
と

躍
動
感
に
満
ち
た
ま
ち

令和２年度市政方針
地
域
交
通　

市
民
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ
な

い
路
線
バ
ス
、
鉄
道
や
航
空
機
な
ど
、
各

交
通
手
段
に
お
け
る
結
節
機
能
を
維
持

し
、
利
便
性
の
高
い
公
共
交
通
体
系
の
確

保
に
努
め
ま
す
。 

広
域
交
通
網
の
整
備　

根
室
地
域
初
と
な

る
高
規
格
幹
線
道
路
が
開
通
し
た
こ
と
か

ら
、
今
後
に
お
い
て
も
、
北
海
道
横
断
自

動
車
道
の
根
室
延
伸
に
向
け
、
周
辺
自
治

体
と
連
携
し
、
国
等
に
対
し
強
く
要
請
し

ま
す
。 

港
湾
機
能
の
強
化　

花
咲
港
区
に
お
け
る

屋
根
付
型
岸
壁
の
改
良
整
備
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
根
室
港
区
に
お
い
て
は
、
高

潮
対
策
等
の
護
岸
整
備
を
進
め
る
ほ
か
、

既
設
の
物
揚
場
や
船
揚
場
改
良
な
ど
を
、

国
に
対
し
強
く
要
請
し
ま
す
。 

地
域
情
報
化　

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
・
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
等
の
整
備
を
着
実
に
推
進
す
る
と

と
も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
有
効
活
用
し
た

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
い
わ 令和２年３月22日開通の根室道路

鈴木直道知事への要望活動
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し
た
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
、
交
流

人
口
の
拡
大
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ま
す
。
ま
た
、
飲
食
店
の
多
言
語
メ

ニ
ュ
ー
表
の
作
成
支
援
に
取
り
組
む
な

ど
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
の
強
化
を
図
り

ま
す
。 

更
に
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
最
大
限
に
活
か
し
、
根
室
応
援
団
の
裾

野
の
拡
大
や
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡

大
に
つ
な
げ
ま
す
。 

国
際
交
流　

ア
ジ
ア
圏
に
向
け
た
水
産
物

の
輸
出
促
進
や
、
人
的
交
流
の
拡
大
に
向

け
、
企
業
や
関
係
団
体
と
情
報
を
共
有
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
、
国
際
姉

妹
都
市
で
あ
る
ア
ラ
ス
カ
州
シ
ト
カ
市
へ

の
親
善
調
査
団
を
派
遣
す
る
ほ
か
、
サ
ハ

リ
ン
州
に
お
け
る
姉
妹
友
好
都
市
関
係
の

あ
る
市
町
村
が
一
堂
に
会
す
る「
北
海
道
・

サ
ハ
リ
ン
州
市
民
交
流
会
議
」
へ
の
出
席

な
ど
、
国
際
交
流
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。 

移
住
交
流
の
促
進　

移
住
を
希
望
す
る
都

市
部
在
住
の
青
年
層
の
積
極
的
な
受
け
入

れ
に
向
け
、
求
人
・
求
職
の
マ
ッ
チ
ン
グ

機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
の
推
進　

新
た

に
「
北
方
領
土
対
策
部
」
を
設
置
し
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
、
北
方
領
土
問
題
の
解
決

に
向
け
た
各
種
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

共
同
経
済
活
動　

日
ロ
両
政
府
が
進
め
る

北
方
四
島
で
の
共
同
経
済
活
動
の
具
現
化

を
は
じ
め
、
北
方
領
土
の
復
帰
を
も
見
据

え
た
、
根
室
港
区
南
地
区
の
整
備
な
ど
、

将
来
的
に
必
要
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
国
等
と
の
協
議

を
進
め
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動　

地
域
の
皆
様
の
意

見
を
踏
ま
え
な
が
ら
「（
仮
称
）
花
咲
港
・

厚
床
ふ
る
さ
と
館
」
の
基
本
構
想
に
着
手

す
る
と
と
も
に
、
地
域
活
動
の
中
核
的
な

役
割
を
担
う
町
会
へ
の
活
動
支
援
に
努
め

ま
す
。

市
民
参
画　

人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
た
自
主
的
、
主
体
的
な
取
り
組
み
を

積
極
的
に
後
押
し
す
る
ほ
か
、
根
室
の
未

来
に
向
け
て
、
若
い
皆
さ
ん
の
参
画
に
よ

る
「
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
検
討
な
ど
、

新
し
い
風
を
市
政
に
取
り
入
れ
ま
す
。 

行
政
運
営　
「
第
６
次
行
政
改
革
」
に
基

づ
き
「
開
か
れ
た
市
政
運
営
と
市
民
協

働
」、
職
員
の
能
力
向
上
な
ど
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
組
織
・
人
材
」、
内
部
経
費
の

節
減
な
ど
「
計
画
的
で
持
続
可
能
な
財
政

運
営
」
の
確
立
に
向
け
、
後
期
の
改
革
実

行
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

値
化
に
関
す
る
研
究
開
発
を
継
続
す
る
と

と
も
に
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
制
度
化
に
対
応
し

た
衛
生
管
理
体
制
の
充
実
・
強
化
、
外
来

漁
船
誘
致
に
よ
る
加
工
原
料
の
安
定
確
保

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。 

水
産
物
の
販
路
拡
大　

根
室
産
の
水
産
物

を
広
く
全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
東
海
大
学
と
の
連
携
に
基
づ
く
根
室

産
さ
ん
ま
フ
ェ
ア
の
開
催
、
ね
む
ろ
水
産

物
普
及
推
進
協
議
会
に
よ
る
根
室
産
マ
イ

ワ
シ
「
根
室
七
星
」
の
認
知
度
向
上
な
ど

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す
。 

農
業
の
振
興　

草
地
改
良
や
肥
培
か
ん
が

い
施
設
の
整
備
を
促
進
し
、
安
定
し
た
農

業
経
営
基
盤
の
構
築
を
目
指
す
と
と
も

に
、
農
地
の
保
持
と
適
正
な
管
理
を
促
進

し
、
農
村
の
持
つ
多
面
的
機
能
の
発
揮
に

努
め
ま
す
。 

林
業
の
振
興　

豊
か
な
み
ど
り
を
守
り
育

む
意
識
を
醸
成
す
る
「
木
育
」
の
推
進
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
し
た
総
合
的
な
森
林
整
備
事
業
を
促
進

し
、
森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
努
め
ま
す
。 

商
工
業
の
振
興　

人
材
確
保
対
策
と
し
て

市
内
企
業
と
の
協
働
に
よ
る
就
職
説
明
会

の
開
催
や
、
国
の
地
方
創
生
推
進
交
付
金

を
活
用
し
た
「
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
新
規
就
業
支

援
」
を
行
う
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
Ｕ
Ｉ
タ
ー

ン
者
に
限
定
し
て
い
た
創
業
等
支
援
の
対

象
範
囲
を
拡
大
す
る
な
ど
、
商
店
街
や
商

工
業
の
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。 

観
光
振
興　

本
市
の
魅
力
を
紹
介
し
た

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
動
画
の
作
成
や
、

S
N
S
や
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
等
を
活
用

北
方
領
土
の
復
帰
を

目
指
す
ま
ち

市
民
協
働
の
推
進
と

開
か
れ
た
行
政
運
営

「北方領土の日」根室管内住民大会

むすびに
　本年度当初予算については、財政基盤の確立を目指すことを基本に、ま
ちの魅力や新たな可能性を拓く施策を推進できるよう計画的な施策展開
と財政健全化の両立に努め、一般会計予算の総額は１９１億３千５百万
円、前年度と比較して１４億９千８百万円、８．５％の増額となる「課
題解決と実感型」の予算を編成しました。 
　全てを解決するものではありませんが、限られた中で、市民皆様と共
に歩む、令和時代の一歩としました。 
 　「子どもたちに誇れる まち・ひと・しごと」本年度、第２期となる
総合戦略がスタートします。地元金融機関や民間企業、労働団体や大
学等との連携を一層強化し、地域課題の解決に向け、積極的に取り組
みます。

市政方針の全文は、

市ホームページにて

ご覧いただけます。

▲市ホームページ
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教
育
行
政
方
針

令
和
２
年
度

　

教
育
行
政
に
臨
む
に
あ
た
っ
て
は
、
子
ど
も

た
ち
が
た
く
ま
し
く
社
会
を
「
生
き
る
力
」
互

い
を
思
い
や
り
生
命
や
個
性
を
尊
ぶ
「
豊
か

な
人
間
性
」
と
「
健
や
か
な
体
」
を
育
む
こ

と
。
さ
ら
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
生
き
生
き
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、効
果
的
な
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

３
月
２
日
、
寺
脇
教
育
長
か
ら
表
明
さ
れ
た

令
和
２
年
度
教
育
行
政
方
針
の
中
か
ら
主
要
施

策
の
一
部
を
掲
載
し
ま
す
。

　

学
び
に
向
か
う
力
を
養
い
、
生
き
て

働
く
知
識
・
技
能
の
習
得
や
、
未
知
の

状
況
に
も
対
応
で
き
る
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
の
育
成
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
個
々
の
特
性
や
障
が
い
に
か
か

わ
り
な
く
、
と
も
に
学
ぶ
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
教
育
を
進
め
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た

個
別
支
援
に
よ
り
、
学
力
の
向
上
と
今

後
の
共
生
社
会
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち

の
育
成
を
図
り
ま
す
。

　

尊
重
し
合
い
思
い
や
る
心
、
自
己
肯

定
感
、
規
範
意
識
を
育
む
と
と
も
に
、

充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
の
基
盤
と

な
る
健
康
の
保
持
増
進
や
体
力
の
向
上

に
努
め
る
と
と
も
に
、
将
来
、
郷
土
根

室
を
支
え
る
人
材
と
し
て
、
郷
土
を
深

く
理
解
す
る
教
育
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
す
。

社
会
を
生
き
る
力
の
育
成

豊
か
な
人
間
性
と

健
や
か
な
体
の
育
成

要 策施主

社会を生きる力の育成

豊かな人間性と健やかな体の育成

主な取り組み

主な取り組み

●学力や学習状況の把握・分析と指導方法の改善
　を連動させる検証改善サイクルの確立
●学力向上対策の全国的な先進地域への教員派遣、
　先進地から教員の招へい
●学力向上等補助教員を活用した習熟度別指導・
　ティーム・ティーチングの実施
●放課後教室・児童館指導員による小学校低学年
　の授業補助
●国や北海道における各種支援事業の教員加配
●「子育てファイル " りんくす・ねむろ "」の活用
●特別支援教育支援員や介助業務員の拡充
●通級指導教室の開設（成央小学校）
●道立特別支援学校分校・分教室の誘致実現に向
　けた北海道教育委員会への要望

●「特別の教科 道徳」を要とした道徳性の養成
●関係団体が連携したいじめの未然防止・早期発見・
　適切な対処
●子どもたちが自らいじめについて考え、行動す
　る力を育む「子ども会議」の開催
●「ふるさと給食」の実施
●子どもたちの体力向上に向けた授業改善や
　「１校１実践」の取り組み
●スポーツ少年団・スポーツクラブの育成・支援、
　指導者養成
●文化・スポーツにおいて子どもの活躍を支援す
　る「みらいのアスリート・アーティスト応援事業」
　の実施
●市長部局や地域と連携した防災教育の充実

根室市教育長　寺脇　文康
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児
童
・
生
徒
数
の
推
移
や
多
様
化
す

る
教
育
ニ
ー
ズ
等
に
対
応
す
る
た
め

に
、
適
切
な
教
育
環
境
の
整
備
と
教
育

機
能
の
維
持
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
取
り
組
み
を

充
実
さ
せ
、さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
通
じ
、

さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
積
み
重
ね
、
豊
か

な
感
性
や
情
操
を
育
成
し
ま
す
。

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
心
豊
か
で
健
康

な
生
活
を
送
る
た
め
に
、
歴
史
・
文
化
へ

の
理
解
を
深
め
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
な
が

ら
、
生
涯
を
通
じ
て
積
極
的
に
学
び
、
そ

の
成
果
を
生
か
せ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。教育行政方針の全文は、

市ホームページにて 
ご覧いただけます。

▲市ホームページ

子
ど
も
を
育
て
る

環
境
づ
く
り
の
充
実

生
涯
学
習
活
動
の
充
実
と

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

子どもを育てる環境づくりの充実

生涯学習活動の充実と文化・スポーツの振興

主な取り組み

主な取り組み

●光洋中学校と啓雲中学校の統合、柏陵中学校の
   旧根室西高等学校校舎への移転、義務教育学校
　「歯舞学園」開校に伴う改修
●啓雲中学校跡地へ花咲小学校及び花咲放課後教
   室の移転に向けた準備
●児童生徒一人に１台の学習用端末や大型ディス
   プレイ等の計画的整備
●民間活力の導入による教員専用アパートの整備
●第３子以降の学校給食費無償化と第１子・第２
　子に対する支援策の実施
●新たな根室市放課後子どもプランに基づいた安全・　　
　安心に放課後を過ごすことができる居場所づくり
●自ら考え行動し、集団活動におけるルールやマ
　ナー等社会・協調性を育む交流体験活動の実施

●幼児期から高齢期にわたる学習機会の提供と生涯
　学習活動の更なる活性化
●優れた舞台芸術鑑賞機会の提供・充実、市民の
　芸術文化活動の支援
●アイヌ文化に関連した北方資料の展示・公開
●高層湿原についてのモニタリング調査の実施
●広域的な観光振興を目指す「日本遺産」認定を目
　指した文化財の適切な活用
●「市民一人１スポーツ」を目指したスポーツ環境
　の整備
●「整備市民委員会」の協議・検討の結果を踏まえ
　た基本方針の取りまとめ、今後の基本構想の策定
　など総合体育館建設に向けた取り組み

学力向上対策先進地羽咋市教員による公開授業

子どもたちが自らの考えを話し合う「子ども会議」

タブレット端末を活用した授業風景（厚床小学校）

市学芸員が調査・研究成果をお知らせする講演会
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ヒグマに

 注 意！

　山菜採りのシーズンとなり、人が野生
動物の暮らす野山に入る機会が増える 
季節となりました。野山に出掛ける際は、
家族や知人などに行き先を知らせておき
ましょう。
　また、ヒグマの目撃地区への立ち入り
はできるだけ避け、ヒグマ対策を心掛け
るなど、十分に気を付けてください。

春のヒグマ注意特別期間　4月1日～ 5月31日

ヒグマに遭遇しないために
① ヒグマの出没状況などについて、事前に情報 

収集する

② できるだけ一人で野山に入らず、複数人で行動する

③ 野山では鈴やラジオを携帯し、音を出しながら歩く

④ ヒグマの生息域では、 薄暗いときには行動しない
ようにする

⑤ 糞や足跡などの痕跡がないかヒグマの存在を
意識し、痕跡を見つけたら引き返す

⑥ ゴミ出しのルールを守り、放置しない

10

H27 H28 H29

（令和 2 年 3 月 26 日現在）

H30 R1

20
22 23

26

44
48

30

40

（件）

年度別
ヒグマ目撃件数

地区別
ヒグマ目撃件数（令和元年度）

東梅
2％

酪陽
2％

西和田
4％

（年度）

近年、特に増えています。

昆布盛
8％

落石東
15％

別当賀
36％

初田牛
2％

東厚床
2％

厚床
2％

西厚床
2％

明郷
4％

湖南
4％

川口
13％

温根元
4％

お墓参りをする際のお願い
墓地にお供え物を置いたままにすると、それを食べたヒグマが居ついてしまう危険があります。
墓地へのお供え物は必ずお持ち帰りください。

ヒグマを目撃したらすぐにご連絡ください！！

市農林課（23）6111 番（内線 2266・2267）/ 根室警察署（24）0110 番

お問い合わせ先　市保健課健康推進担当（８番窓口）℡ 23-6111 内線 2117・2118
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乳房ケア費用の
助成事業が
はじまります。

対象となる方（①～③のすべてを満たす方）

助成内容

お問い合わせ先　市保健課健康推進担当（８番窓口）℡ 23-6111 内線 2117・2118

乳房ケアクーポン券の交付

費用助成の流れ
市立根室病院で
乳房ケアを受ける場合

市立根室病院以外で
乳房ケアを受ける場合

出産日から６カ月未満の間
で、令和２年 4 月１日以降に医
療機関または助産院などの助産師
による乳房ケアを受けた産婦

〇助産師による乳房ケアを受けた費用から自己負担額 300 円を除く額を助成します。
　ただし、１回あたりの助成上限額は 2,700 円とします。

〇助成の回数は３回を限度とします。（３回分の乳房ケアクーポン券をお渡しします。）

〇令和２年４月１日以降に妊娠届または出生届を届け出る方は届出時にお渡しします。

〇令和２年３月 31 日までに出生届の届け出がお済の方は市役所１階健康推進担当（８番窓口）
　まで、母子健康手帳をご持参のうえお越しください。

事前に産婦人科外来
に電話で予約をし、
クーポン券を外来に
持参してください。

（乳房ケアの所要時間
は１時間程度です。）

乳房ケア利用後、
①乳房ケアクーポン券
②母子健康手帳　③印鑑
④領収書（乳房ケア分の料金が分
かるもの）     ⑤通帳など助成金の
振込先口座が分かるものを持って
市役所にお越しください。

それぞれの医療
機関または助産
院などの指示に
従い乳房ケアを
受けてください。

ク ー ポ ン 券 
利用のため、
会計窓口では
自己負担額の
300 円のみを
お支払いくだ
さい。

※償還払いとなります。

乳房ケアを受けた日

に根室市に住所を有する

こと

入院中の利用や医療

保険診療の対象となって

いないこと

① ② ③

　市では、産後の育児を応援するため「母乳が

なかなか出ない」「赤ちゃんが上手に吸えない」

など、おっぱいのことで不安を感じている方に

対し、乳房ケア（乳房マッサージと授乳相談）

に関する費用の一部を助成する制度を令和２年

４月１日から開始します。

　また、このほかにも産後の育児のお悩みや 

心配事がありましたら、市の

保健師や管理栄養士がご相談

をお受けしますので、お気軽

にご相談ください。

１ １２ ２
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住
宅
防
火 

い
の
ち
を
守
る 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

市
消
防
本
部

　
℡
（
２
4
）
3
1
6
４
番

いのちを守る７つのポイント

３つの習慣
・寝たばこは、絶対にやめましょう。
・ストーブは、燃えやすいものから離れた
位置で使用しましょう。

・ガスこんろなどのそばを離れるときは、
必ず火を消しましょう。

４つの対策
・逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報

器を設置しましょう。
・寝具や衣類からの火災を防ぐために、防

炎製品を使用しましょう。
・火災を小さいうちに消すために、住宅用

消火器等を設置しましょう。
・お年寄りや身体の不自由な人を守るため
に、近隣者と協力体制をつくりましょう。

　火災の発生しやすい時季を迎え、消防本部では

火災の発生を防止し、高齢者を中心とする死者の

発生と財産の損失を防ぐため、春の根室市火災予

防運動を実施します。火災は、一人ひとりの心が

けで防げます。被害を最小限に食い止めるため、

ご家庭で「いのちを守る " ７つのポイント "」に注

意し、火災を予防しましょう。

春の根室市火災予防運動 ４月20日㈪～30日㈭

住宅用火災警報器の適切な維持管理について
　火災による被害を出さないためには、火災の
早期発見がとても重要になります。この早期発
見に効果的なのは、住宅用火災警報器です。住
宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命
や電池切れなどで火災を感知しない恐れがあり
ます。交換の目安は約10年です。住宅用火災警
報器が正常に作動するよう、交換時期のご確認
をお願いします。

統一標語「ひとつずつ いいね！で確認 火の用心」

一人ひとりができる４つの感染症対策

こまめな手洗い 適度な湿度を保つ

咳エチケット普段の健康管理

　新型コロナウイルスを含む感染症の予防には、手洗いや咳エチケットなど、通常の対策が有効と

されています。引き続き、一人ひとりができる対策を日常的に心がけるようご協力をお願いします。

　不特定多数の人が触れるドアノブ・

手すりなどに触れることにより、自分

の手にもウイルスが付着している可能

性があります。

　帰宅時や調理の前後、食事

前などに、こまめに手を洗う

習慣を身につけましょう。

　日常的に十分な睡眠とバランスのよい

食事、適度な運動を生活に取り入れる

ことを心がけ、

免疫力を高めて

おきましょう。

　ほかの人にうつさないために、咳

やくしゃみをする際は、ティッシュ

やマスク、ハンカチ、袖 ( 手のひら

ではない) を使って、

口や鼻を押さえま

しょう。

　空気が乾燥すると、のどの粘膜の

防御機能が低下します。乾燥しやすい

室内では加湿器を使う

など、適度な湿度（50 ～

60％）を保ちましょう。

皆さまへのお願い
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ゴールデンウィーク中の業務体制のお知らせ

マスクや

除菌シートは

可燃ごみです！！

市民環境課からのお知らせ

　新型コロナウイルスの影響もあって、

マスクなどの使用が増えていると思われ

ますが、一般家庭から排出されるマスク

や除菌シートについては可燃ごみになり

ます。資源ごみとはなりませんので、燃

やせるごみの袋に入れて収集へ出すよう

お願いします。

　なお、医療機関にて診断・検査・治療

などに使用されたものは、感染性廃棄物

となりますので、適正な処理をお願いし

ます。

　そのほか、ごみの分別などご不明な点

につきましてはお問い合わせください。

　家庭から出る使用済みのおむつ類を無料で収集します。
燃やせるごみと同じ収集日に出してください。

・紙おむつ　・布おむつ
・尿とりパット　・おしり拭き
・介護用の清拭綿（清浄綿）

子育て・介護
を応援！

お問い合わせは市環境衛生担当 ℡（23）6111 番（内線 2127 ～ 2130）まで！

収集対象

排出方法
汚物をできるだけ取り除いてから透明な袋に入れて
燃えるごみの収集日に出してください。

※ 1　おむつ類と違うものが入っている場合は収集できません。
　　　防水シーツやペット用のトイレシートなどは対象外ですので、
　　　市の指定袋（赤色）をお使いください。

※ 2　老人ホーム・病院などの施設から出るおむつ類は事業系ごみ
　　　となりますので、市では収集しません。

おむつ を 無料収集
します！

次の祝日（月曜日）は燃やせるごみ
のみ収集しますので、普段どおり燃
やせるごみを出してください。

月曜日に「燃えるごみ」を
収集する地区に
お住まいの方へ

対象となる祝日（月曜日）

対象地区
明郷・朝日町・厚床・有磯町・梅ヶ枝
町・桂木・川口・清隆町・光和町・湖南・
幸町・栄町・大正町・千島町・月見町・
東梅・友知・鳴海町・西厚床・花咲町・
花咲港・双沖・緑町・明治町・弥栄町・
弥生町・槍昔・酪陽

※資源ごみは翌週の同じ曜日に収集します。
※休日は、ごみ処理施設へ直接ごみを搬入
　することはできません。

令和２年９月21日（敬老の日）
令和３年１月11日（成人の日）
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春
の
全
市
一
斉
清
掃
に
参
加

し
ま
し
ょ
う

　
冬
の
汚
れ
を
一
掃
し
、
住
み
よ
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
「
春
の
全
市
一

斉
清
掃
」
を
行
い
ま
す
。
市
民
多
数

の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

日　
５
月
10
日
㈰
７
時
30
分
～
９
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
翌
週
へ
順
延
、

２
週
連
続
悪
天
候
の
場
合
は
中
止
と

し
ま
す
。

※
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら
出
さ
れ

た
ご
み
は
収
集
し
ま
せ
ん
。

※
実
施
さ
れ
る
団
体
な
ど
は
、
４
月

30
日
㈭
ま
で
に
、
実
施
計
画
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問　
市
市
民
環
境
課
環
境
衛
生
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
２
７
～
２
１
３
０

令
和
２
年
度
根
室
市
文
化
祭

第
１
回
実
行
委
員
会
を
開
催

し
ま
す

　
今
年
度
の
文
化
祭
準
備
を
進
め
る

に
あ
た
り
、
第
１
回
実
行
委
員
会
を

開
催
し
ま
す
。
実
行
委
員
の
ほ
か
、

ス
テ
ー
ジ
部
門
に
参
加
を
希
望
す
る

団
体
の
代
表
者
な
ど
は
出
席
を
お
願

い
し
ま
す
。

日　
４
月
21
日
㈫
19
時

場　
総
合
文
化
会
館
視
聴
覚
室

申
・
問　
市
総
合
文
化
会
館

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

第
１
回
が
ん
検
診
・
特
定

健
康
診
査
・
風
し
ん
抗
体

検
査
を
実
施
し
ま
す

　
令
和
２
年
度
第
１
回
が
ん
検
診
・

特
定
健
康
診
査
・
風
し
ん
抗
体
検
査

を
実
施
し
ま
す
。

　
が
ん
検
診
は
希
望
す
る
検
診
の
み

を
受
診
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

※
受
診
は
年
度
内
１
回
の
み
で
す
。

【
が
ん
検
診
】 

対　
40
歳
以
上
の
市
民
（
前
立
腺
が

ん
検
診
に
つ
い
て
は
50
歳
以
上
の
男

性
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
血
清
検
査

に
つ
い
て
は
16
歳
以
上
の
方
）

料　
胃
が
ん
検
診
１
︐
０
０
０
円
、

肺
が
ん
検
診
（
Ｘ
線
）
３
０
０
円
、

肺
が
ん
検
診
（
喀
痰
）
７
０
０
円
、

大
腸
が
ん
検
診
５
０
０
円
、
前
立
腺

が
ん
検
診
２
︐
１
０
０
円
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
５
０
０
円
、
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
症
血
清
検
査 

無
料

定　
落
石
会
館
30
人（
胃
が
ん
20
人・

前
立
腺
が
ん
15
人
）、
厚
床
会
館
50

人
（
胃
が
ん
40
人
・
前
立
腺
が
ん
20

人
）、児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー　

各
日
１
４
０
人（
胃
が
ん
１
２
０
人・

前
立
腺
が
ん
50
人
）

※
免
除
規
定
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
特
定
健
康
診
査
】

対　
40
歳
～
74
歳
ま
で
の
根
室
市
国

民
健
康
保
険
加
入
者
お
よ
び
社
会
保

険
被
扶
養
者
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
者
、
生
活
保
護
受
給
者

料　
無
料
（
た
だ
し
、
社
会
保
険
被

扶
養
者
の
方
は
一
部
費
用
負
担
が
あ

り
ま
す
）

【
風
し
ん
抗
体
検
査
】

対　
昭
和
37
年
４
月
２
日
～
昭
和
54

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性

料　
無
料

※
検
査
に
は
抗
体
検
査
の
ク
ー
ポ
ン

券
が
必
要
で
す
。
お
持
ち
で
な
い
方

は
予
約
時
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ

い
。

【
共
通
事
項
】

日
・
受
付
時
間
・
場　
５
月
22
日
㈮

６
時
～
６
時
30
分
・
落
石
会
館
、
８

時
30
分
～
９
時
30
分
・
厚
床
会
館

５
月
23
日
㈯
～
25
日
㈪
６
時
30
分
～

７
時
、
８
時
～
８
時
30
分
、
９
時
30

分
～
10
時
・
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

申
込
締
切　
４
月
20
日
㈪

申
・
問　
市
保
健
課
健
康
推
進
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
４
０
・
２
１
１
８

ポイント付与… ねむろポイントカード行政 pt 対象事業　 ねむろわんぱくチャレンジ対象事業

市フェイスブックでは、
情報を随時更新して
います！
https://www.facebook.com/
nemurocity/

インフォメーション

市民皆様へのお願い

　本紙のお知らせは３月 30 日時点の情報により作成しています。

今後、新型コロナウイルス感染拡大の状況によっては、掲載内容 

が変更となる場合がありますので、ご理解いただきますよう 

お願いします。

　行事などの中止・延期の変更情報は、市ホームページや新聞 

などにより随時お知らせします。

春の根室市火災予防運動

　４月20日から30日までの春の根室市火災予防運動にあわせ
た啓発事業として、はしご車の搭乗体験を行います。
　当日は、搭乗体験のほか、消防車・救急車の展示や顔出し写真
パネルの設置、啓発グッズの配布などを予定しています。ぜひ、
ご来場ください。

※車でお越しになる場合は、市役所駐車場を
　ご利用ください。
※災害発生時や気象状況などにより、安全の
　ため中止とする場合があります。

と  き ４月１９日（日）

10時～正午

ところ 市消防本部庁舎前

はしご車搭乗体験

問合先　市消防本部　☎（24）3164 番
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市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

募
集
団
地　
宝
林
団
地・駒
場
団
地・

パ
ー
ク
タ
ウ
ン
明
治
団
地
・
光
洋
団

地
（
１
～
７
号
棟
）・西
浜
団
地
（
西

浜
町
４
丁
目
所
在
の
み
）・
琴
平
団

地
・
望
洋
団
地
・
花
咲
港
団
地
・
厚

床
団
地

募
集
期
間　
４
月
６
日
㈪
～
16
日
㈭

受
付
時
間　
９
時
～
17
時

抽
選
会　
４
月
17
日
㈮
14
時　
総
合

文
化
会
館

※
各
団
地
の
入
居
順
位
を
決
定
す
る

抽
選
会
と
な
り
ま
す
。
申
込
者
お
よ

び
入
居
者
の
い
ず
れ
か
が
暴
力
団
員

で
あ
る
場
合
は
、
入
居
を
認
め
ま
せ

ん
。
入
居
資
格
・
申
請
の
手
続
き
な

ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
・
問　
市
建
築
住
宅
課
市
営
住
宅

担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
２
９
５
・
２
２
９
６

女
性
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
を
募
集

　
女
性
の
観
点
・
立
場
か
ら
あ
ら
ゆ

る
課
題
を
取
り
上
げ
、
生
活
に
役
立

つ
知
識
な
ど
を
学
習
す
る
女
性
セ
ミ

ナ
ー
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

日　
４
月
23
日
㈭
か
ら
翌
年
３
月
ま

で
毎
月
１
回
程
度
、
木
曜
日
10
時
～

正
午
（
予
定
）

場　
総
合
文
化
会
館
ほ
か

対　
根
室
市
に
在
住
の
方

料　
年
額
１
︐
０
０
０
円
（
教
材
費

な
ど
を
除
く
）

定　
50
名

募
集
期
間　
４
月
１
日
㈬
か
ら

申
・
問　
市
総
合
文
化
会
館

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

温
水
プ
ー
ル
福
祉
事
業
の

お
知
ら
せ

　
日
頃
、
温
水
プ
ー
ル
を
利
用
す
る

機
会
が
少
な
い
障
が
い
の
あ
る
方
へ

プ
ー
ル
室
の
無
料
開
放
事
業
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

【
無
料
開
放
】

日　
令
和
２
年
４
月
１
日
～
令
和
３

年
３
月
31
日
の
一
般
遊
泳
時
間
内

対　
公
の
機
関
の
障
が
い
者
認
定
を

受
け
て
い
る
方

【
占
有
無
料
開
放
】

日　
毎
月
第
３
日
曜
日
15
時
30
分
～

16
時
30
分

対　
公
の
機
関
の
障
が
い
者
認
定
を
受

け
て
い
る
方
、肢
体
不
自
由
児
、
児
童

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、こ
ど
も
サ

ポ
ー
ト
教
室
な
ど
に
通
う
幼
児
・
児
童

【
共
有
事
項
】

料　
無
料
（
介
添
人
含
む
）

申
込
方
法　
障
害
者
手
帳
等
を
お
持

ち
の
う
え
、
温
水
プ
ー
ル
事
務
室
に

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る
場

合
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
械
指
導
者
認

定
証
が
必
要
で
す
。

申
・
問　
市
温
水
プ
ー
ル

☎
（
２
２
）
３
５
４
３
番

音
訳
（
朗
読
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集

　
視
覚
障
が
い
の
方
に
、
広
報
紙
な

ど
を
音
読
・
録
音
し
、
情
報
提
供
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

日　
５
月
14
日
㈭
か
ら
毎
週
木
曜
日

全
12
回　
10
時
～
正
午

場　
総
合
文
化
会
館

対　
音
訳
（
朗
読
）
に
興
味
が
あ
る

根
室
市
在
住
の
方

料　
無
料

定　
10
名

内
容　
発
音
・
発
声
・
朗
読
練
習
な
ど

申
込
締
切　
５
月
13
日
㈬

申
・
問　
市
総
合
文
化
会
館

☎
（
２
４
）
３
１
８
８
番

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆

さ
ま
へ
お
知
ら
せ

　

国
で
は
、
今
日
の
平
和
の
礎
と

な
っ
た
戦
没
者
な
ど
の
尊
い
犠
牲
に

思
い
を
い
た
し
、
弔
慰
の
意
を
表
す

る
た
め
、
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金
を

支
給
し
て
い
ま
す
。

　
戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
で
「
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
「
戦
傷

病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る

遺
族
年
金
」
な
ど
を
受
け
る
方
が
い

な
い
場
合
、
支
給
の
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
市
社
会
福
祉
課
社
会
援
護
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
７
６

日…日時　場…場所　対…対象　料…料金　定…定員　申…申込先　問…問い合わせ先　☎…電話番号　内…内線記号の説明

こどもの日３days
温水プール無料開放＆

プール祭り

問合先　温水プール　　TEL：２２ー３５４３

無料開放

プール祭り

５月３日㈰～５日（火・祝）
　９時30分～16時30分

５月５日（火・祝）
来場者には
ステキな

　プレゼントが…

※利用者は水着・水泳帽子・バスタオルを持参してください。

※幼児が利用する場合は、保護者も水着になり、一緒に入っ
    てください。
　なお、幼児については、おむつが取れていないと入れません。　
　また、小中学生・高校生は保護者にはなれません。

広報ねむろ３月号 
掲載情報の誤りについて
青少年相談室の開館日について

ご迷惑をおかけしましたこと
お詫び申し上げます。

誤：９時～ 17 時（㈪～㈬）

正：９時～ 17 時（㈪～㈮）
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固
定
資
産
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
の
土
地
価
格
等
縦
覧

帳
簿
お
よ
び
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

を
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
の
場
所　

税
務
課
課
税
担
当

（
１
階
15
番
窓
口
）

縦
覧
期
間　
４
月
１
日
㈬
～
６
月
５

日
㈮
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

縦
覧
時
間　
９
時
～
17
時
20
分

問　
市
税
務
課
課
税
担
当

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
１
５
４
・
２
１
５
５

「
一
般
曹
候
補
生
・
予
備
自
衛

官
補
・
一
般
幹
部
候
補
生
」

を
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
一
般
曹
候
補
生
、

予
備
自
衛
官
補
お
よ
び
一
般
幹
部
候

補
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

種
目
、
資
格
、
試
験
日
お
よ
び
会
場

●
一
般
曹
候
補
生（
陸
海
空
自
衛
隊
）

33
歳
未
満
／
５
月
23
日
㈯
／
陸
上
自

衛
隊
釧
路
駐
屯
地

●
予
備
自
衛
官
補
（
一
般
公
募
）

18
歳
以
上
34
歳
未
満
／
４
月
中
旬
／

陸
上
自
衛
隊
釧
路
駐
屯
地

●
予
備
自
衛
官
補
（
技
能
公
募
）

18
歳
以
上
で
保
有
資
格
な
ど
に
応
じ

53
歳
～
55
歳
未
満
／
４
月
中
旬
／
陸

上
自
衛
隊
釧
路
駐
屯
地

●
一
般
幹
部
候
補
生
（
大
卒
程
度
）

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
大
卒
者
ま
た

は
22
歳
以
上
28
歳
未
満
の
大
学
院
修

士
課
程
修
了
者
／
５
月
中
旬
／
釧
路

市
内

身
分　
特
別
職
国
家
公
務
員
（
予
備

自
衛
官
補
は
非
常
勤
）

※
受
付
期
間
お
よ
び
年
齢
計
算
期
日

は
種
目
に
よ
り
異
な
る
た
め
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
自
衛
隊
根
室
地
域
事
務
所

☎
（
２
４
）
３
６
５
１
番

林
野
火
災
予
防
強
調
月
間

４
月
21
日
～
５
月
31
日

　
全
国
的
に
降
水
量
が
少
な
く
空
気

が
乾
燥
し
て
い
る
こ
の
時
期
は
、
林

野
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
期
と

な
っ
て
お
り
、
根
室
管
内
で
は
過
去

10
年
間
で
３
件
の
林
野
火
災
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
原
因
の
多
く
は
タ
バ
コ
の
不
始
末

な
ど
人
為
的
な
も
の
で
、
山
を
訪
れ

る
方
々
が
予
防
意
識
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。
一
人
ひ
と
り
の
注
意
で

林
野
火
災
を
防
ぎ
、
大
切
な
緑
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

問　
市
農
林
課
内
「
根
室
市
林
野
火

災
予
消
防
対
策
協
議
会
」
事
務
局

☎
（
２
３
）
６
１
１
１
番

内　
２
２
６
６
・
２
２
６
７

ほ
っ
か
い
ど
う
ヘ
ル
ス

サ
ポ
ー
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
推
進

事
業
へ
の
登
録
事
業
者
を
募
集

　
道
で
は
、
道
民
の
健
康
増
進
に
向

け
た
取
り
組
み
を
し
て
い
る
飲
食
店

な
ど
を
「
ほ
っ
か
い
ど
う
ヘ
ル
ス
サ

ポ
ー
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
」
と
し
て
登
録

し
、
紹
介
し
て
い
ま
す
。
登
録
は
三

つ
星
制
と
し
、
一
つ
星
店
は
道
が
提

供
す
る
健
康
情
報
の
発
信
と
店
内
禁

煙
が
必
須
要
件
で
す
。

　
道
民
皆
さ
ま
の
健
康
的
な
食
事
を

支
え
る
た
め
、
多
く
の
事
業
者
の
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

他
の
登
録
要
件
や
取
り
組
み
に
関
す

る
こ
と
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
・
問　
根
室
保
健
所
企
画
総
務
課

☎
（
２
３
）
５
１
６
１
番

電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け

た
と
き
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
初
夏
に
向
け
て
カ
ラ
ス
の
巣
作
り

が
盛
ん
に
な
り
、
市
街
地
で
は
電
柱

に
も
巣
が
作
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
カ
ラ
ス
の
巣
の
材
料
に
は
、
ハ

ン
ガ
ー
や
針
金
な
ど
の
金
属
が
使
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
金
属
が
電

線
に
触
れ
る
と
停
電
の
原
因
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
電
柱
に
カ
ラ
ス
の
巣
を
見
つ
け
た

と
き
は
、
北
海
道
電
力
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
㈱
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問　
根
室
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
（
０
６
）
０
６
９
５
番

令
和
２
年
度
調
理
師
試
験
の

実
施
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
調
理
師
試
験
を
実
施

し
ま
す
。

日　
８
月
25
日
㈫
13
時
30
分
～
16
時

場　
釧
路
市

試
験
科
目　
食
文
化
概
論
、
公
衆
衛

生
学
、
栄
養
学
、
食
品
学
、
食
品
衛

生
学
、
調
理
理
論
（
筆
記
試
験
）

申
込
期
間　
５
月
11
日
㈪
～
24
日
㈰

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
受
験
願
書
は
４
月
上
旬
よ
り
根

室
保
健
所
で
配
布
し
ま
す
。

申
・
問　
根
室
保
健
所
企
画
総
務
課

☎
（
２
３
）
５
１
６
１
番

℡（２４）０１１９番 災害発生・被害の恐れのある場合や、普段の生活で不安に思うことなどの相談を
24時間受け付けます。

消防・災害相談ダイヤル

写真で振り返る

 Film1．梅ケ枝町通り  

　昭和 20 年後期の梅ケ枝町通りの写真。現在の㈱シバノデンキ
前から、桜橋方面を映しています。右手前に見えるのは、だいわ 
百貨店（S28 年開店）。当時は道路が舗装されておらず、まだ 
荷馬車が活躍していました。
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根
室
市
史
編
さ
ん
員    

小こ
さ
か
い

坂
井 

歓か
ん
こ
う厚

問
市
図
書
館     （
二
三
）五
九
七
四 

番

　

根
室
に
開
拓
使
役
場
が
置
か
れ
て
各
地
か
ら
人
々
が

集
ま
っ
て
き
た
明
治
５
年
の
４
月
に
、本
町
の
中
心
部
、

現
在
の「
北
洋
銀
行
」の
あ
る
所
に
呉
服
商「
白
木
屋（
し

ろ
き
や
）」が
店
開
き
し
た
。

　

こ
の
店
は
、当
時
、根
室
地
方
最
大
の
漁
場
持
ち
だ
っ

た
藤ふ

じ
の野

四し

ろ

べ

い

郎
兵
衛
が
開
拓
使
の
要
請
を
受
け
、支
配
人

の
諏す

わ訪
庄し

ょ
う
べ
い

兵
衛
に
経
営
を
委
ね
た
も
の
。店
名
は
藤
野

家
の
屋
号
が
「
柏
屋
」で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、柏
の
字
を

分
解
し
て
「
白
木
屋
」と
し
た
の
だ
っ
た
。

　

当
時
を
伝
え
る
資
料
を
見
る
と
、広
い
間
口
の
店
先

に
「
白
木
屋
」と
染
め
抜
い
た
大
き
な
布
看
板
が
垂
れ

下
が
り
、数
棟
の
白
壁
の
蔵
が
立
ち
並
ん
で
、い
か
に
も

老
舗
の
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
る
。

　

昭
和
３
年
に
は
店
舗
を
梅
ケ
枝
町
の
一
角
、現
在
の

「
大
地
み
ら
い
信
用
金
庫
」の
あ
る
あ
た
り
に
移
転
。鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て
で
、屋
上
に
は
尖
塔
が
そ

び
え
る
道
東
屈
指
の
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、世
界
恐
慌
の
あ
お
り
を
受
け
、昭
和
11
年
に

「
根
室
信
用
組
合
」に
店
を
明
け
渡
す
こ
と
に
。さ
ら
に

２
年
後
に
は
「
蟹
缶
詰
合
同
株
式
会
社
」の
事
務
所
と

な
り
、太
平
洋
戦
争
中
に
は
陸
軍
に
接
収
さ
れ
病
院
と

し
て
も
使
わ
れ
た
。

　

戦
後
再
び
「
根
室
信
用
組
合
」に
戻
さ
れ
、そ
れ
が
信

用
金
庫
と
名
を
変
え
る
な
ど
の
変
遷
を
経
た
の
ち
、現

在
の
「
大
地
み
ら
い
信
用
金
庫
」本
店
の
瀟し

ょ
う
し
ゃ洒な

建
物

に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
今
に
至
っ
て
い
る
。

呉
服
商
「
白
木
屋
」
の
変
遷

問 根室市春国岱原生野鳥公園ネイチャーセンター℡（25）3047 番
記事：レンジャー 稲葉一将（（公財）日本野鳥の会所属）

春国岱に冬鳥が侵入！？

和になって初めての冬、ネイチャー
センター周辺では、様々な冬の渡り

鳥と出会うことができました。
　春国岱の海岸では、タカの仲間のケアシ
ノスリとハイイロチュウヒが越冬しました。
２種はともに草原や湿地に生息し、ネズミ
や小鳥を食べます。ケアシノスリが8年ぶ
り、ハイイロチュウヒが10年ぶりの飛来で
した。
　10羽ほどの群れが見られたのはイスカ。
東梅駐車場脇に植えられたストロブマツの
実を食べていました。イスカの飛来は14年
ぶりのこと。イスカは、オスが赤、メスが
黄緑色をしたスズメより少し大きな小鳥で
す。マツなどの針葉樹の種子が好物で、球
果から種子を取り出して食べられるように、
くちばしの先が上下に曲がっています。
　これらの鳥たちは、年によってたくさん
渡ってくる時と、まったく渡ってこない時
があり、オオハクチョウやオオワシのよう
に毎年、規則的に来る渡り鳥とは大きく異
なっています。

令

　この違いは、何によるのでしょうか。
実は、不規則な渡りをする渡り鳥は、食
物の量が年によって大きく変動するので、
それに合わせて繁殖地や越冬地を変えて
いるのです。その食物とは、ネズミの仲
間のレミング類や、植物の種子や果実な
どです。このような渡りは、「irruption（イ
ラプション）」、日本語では、「侵入」と言
い、普通の渡りと区別されています。今年、
市内の街中で多く観察されたベニヒワや
ギンザンマシコも侵入をする渡り鳥です。
　侵入は、何年か周期で訪れますが、予
想をつけるのは中々難しく、次は何年後
になるか分かりません。滅多に来ない幸
運な冬を過ごし、幸せな気分で春を迎え
られそうです。

14 年ぶりに記録されたイスカ（オス）
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新型コロナウイルス感染症の影響により、
健診・相談窓口などが中止等となる場合
があります。ご理解をお願いします。

子育て支援

●市民相談
会・問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
●消費生活相談　
会・問　市消費生活センター
☎（24）9065番
●法律相談【要予約】
無料法律相談
4月24日㈮10時～16時
会　市役所地下和室
問　市市民相談室
☎（23）6111番（内線2441）
釧路弁護士会法律相談
4月9日㈭
14時～17時
会　総合文化会館第一講座室
問　釧路弁護士会
☎　0154（41）3444番
※有料（一人30分以内・5,000円）

●行政相談
4月15日㈬
13時～15時30分
会　市役所地下和室
問　総務省行政相談委員
☎ 伊藤（24）5656番・伊澤（27）2288番
●釧路年金事務所相談【要予約】
4月21日㈫13時～17時
4月22日㈬９時～14時
会　総合文化会館第二講座室
問　釧路年金事務所
☎0154（61）6000番
●お酒でお悩みの方相談
4月17日㈮13時30分～15時30分
会　市役所地下和室
問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）
●健康・栄養・禁煙相談	 	
●不妊・不育・妊娠・出産相談　
会・問　市保健課健康推進担当
☎（23）6111番（内線2118・2131）

●教育相談
子ども教育相談 10時～16時
問　市教委青少年相談室
☎（23）2859番
育ちと学びの相談「りんくす」
問　市教委育ちと学びの相談室
☎（23）6111番（内線2416）
●障がい者就業相談【要予約】
4月16日㈭・23日㈭
11時～14時30分
会　16日：総合文化会館第三講座室
　　23日：総合文化会館中会議室
問　市社会福祉課福祉担当
☎（23）6111番（内線2165・2172）
●女性の健康相談
5月13日㈬・6月3日㈬10時～16時
問　根室保健所　☎（23）5161番
●こころの健康相談
●肝炎ウイルス検査・ＨＩＶ抗体
　検査・ＨＴＬＶ－１抗体検査
問　根室保健所　☎（23）5161番

各種相談窓口

健診・健康相談・離乳食教室はねむろポイントカード
行政 pt 対象事業です。

市役所の健診・健康相談　問 市保健課健康推進担当　℡（23）6111 番（内線2118・2131）　

４カ月児健診 4月8日㈬ 13時15分～14時 会場：児童デイサービスセンター

７カ月児健康相談 4月7日㈫ 13時30分～14時30分 会場：図書館２階 集会室

ファーストバースデイ
すくすく健康相談 4月15日㈬ 13時15分～14時 会場：児童デイサービスセンター

１歳６カ月児健診 4月16日㈭ 12時～12時15分 会場：児童デイサービスセンター

３歳児健診 4月9日㈭ 12時～12時45分 会場：児童デイサービスセンター

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ※健診によっては、受付時間を分けてご案内しています。

子育て相談所「ぶらんこ」　問 まつもと保育所２階　℡（24）3482 番 　

育児相談 月曜日～金曜日
土曜日

9時～17時
9時～11時30分

電話または直接、子育ての不安や悩
みなどの相談を受け付けています。

一時保育
対象年齢：平成31年４月１日まで
に満１歳になられているお子さん

月曜日～金曜日 8時30分～17時
会場：まつもと保育所

一時的に保育が困難となるお子様
をお預かりします。【要予約】

ピヨピヨルーム 
５カ月～１歳５カ月までの親子 毎週火曜日 9時40分～11時30分 会場：まつもと保育所２階 ぶらんこ

遊びを通して交流を深め、子育てに
ついて学びあえる場です。【要予約】
ピヨピヨルーム・ふれあいルームは
随時参加者を募集しています。

ふれあいルーム
１歳６カ月～就学前の親子

毎週木曜日 9時40分～11時30分

「保健師によるミニ講座」は5月から開催します。

移動ふれあいルーム
１歳６カ月～就学前の親子 ４月16日㈭ 10時～11時30分 会場：青少年センター

親子とも上靴を持参してください。
つどいの広場「クルクル」　問 明治交番横道営住宅１階　℡（24）9696 番

つどいの広場「クルクル」
０～３歳までの親子 月曜日～金曜日  10時～15時

 ※12時～13時は閉館

親子が自由に遊び、交流を深める場
です。子育ての不安や悩みなどの相
談も受け付けています。
※初めて利用される方は登録が必
要です。

保育所開放 　問 まつもと保育所 ℡（23）5821 番、こまば保育所 ℡（24）3693 番、落石保育所 ℡（27）2518 番

保育所開放
対象年齢：６カ月～６歳
※落石保育所は３歳～６歳

５月13日㈬
※４月はお休みします。 10時～11時

会場：まつもと保育所・こまば保育所・
落石保育所

保育所を開放し、親子で遊べる場を
提供します。希望する保育所にお問
い合わせください。
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病院ガイド

市立根室病院  ☎（24）3201 番

受付時間 月 火 水 木 金

内科（予約のない方）

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

小児科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

外科

8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

 13:30 ～15:00 ○

乳腺外来（乳がん検診）4 月10 日㈮・14 日㈫ ※要予約
心臓血管外来　4 月21日㈫
整形外科 ★リハビリは8時30分～15時までの受付です。
 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

膝・リウマチ外来　4 月2 日㈭・16 日㈭
肩関節外来　4 月 9 日㈭・23 日㈭
産婦人科

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

眼科

 8:30 ～11:00 ○ ○ 休診 ○ ○

泌尿器科

 8:30 ～11:00 ○

13:30 ～15:00 ○

皮膚科　★木曜日は10時30分までの受付です

 8:30 ～11:00 ○ ○ ○ ○
10:30まで

13:30 ～15:00 ○ ○ ○

※初診の方は現在使用中の内服薬・軟膏（市販薬含む）を
必ずご持参ください。

耳鼻咽喉科

 8:30 ～11:00 ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

脳神経外科 ★入院治療については取り扱っていません。
 8:30 ～11:00 ○ ○

13:30 ～15:00 ○ ○

月 火 水 木 金

内
科
専
門
外
来
（
予
約
の
方
）

★午前は 8:30～11:00、午後は13:30～15:00 に受け付けています。

消化器内科 ○ 〇 ○ ○
（午前のみ）

循環器内科 ○ ○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

○
（午前のみ）

呼吸器内科 ○
（偶数週のみ）

○
（偶数週のみ）

○

血液外来 ○
（午前のみ）

○
（午後のみ）

○
（午後のみ）

不整脈外来 ○
（毎月第 1 週）

小
児
科
予
防
接
種
等

未就学児 ○
13:30~14:00

○
13:30~14:00

小学生以上 ○
15:00~16:00

○
15:00~16:00

乳児検診 ○
13:00（予約制）

慢性疾患 ○
14:30~15:30

○
14:30~15:30

【予約が必要な予防接種】
　乳児：BCG、ロタワクチン　その他：二種混合ワクチン
　※上記以外の予防接種については予約不要です。

※病院受診の際は、必ず「お薬手帳」をお持ちください。
※予防接種のご予約・お問い合わせは、13:30 からとなります。
※夜間救急外来は現在休診しています。平日の時間内受診にご協力くだ

さい。

日曜当番

　やむを得ない事情により対応できないこともありますので、事前に医療機
関へ症状などを連絡の上、受診してください。なお、当日急に診療できない
場合はほかの医療機関を紹介します。

4月19日 市立歯舞診療所
☎（28）2014番 5月10日 江村精神科内科病院

☎（22）2811番

5月24日 トキワ医院
☎（24）3221番

※4月12日、26日、5月3日、17日
の日曜当番はお休みです。

※二次救急指定医療機関として、市立根室病院が救急診療を行っています。
　（上記以外の土日、祝日、夜間の診療については、かかりつけ病院（医院）

へお問い合わせください。）

内科外来の午後新患が休診となります
令和２年３月 30 日㈪より当面の間休診となります。

暮らし
ナビゲーション

Q＆A

もうすぐ75歳になります。
医療保険の切り替えに手続きは必要なのでしょうか？

市介護福祉課高齢者包括支援担当（16番窓口）
℡ 23-6111　内線 2174

問合先

　医療保険については、75 歳の誕生日から自動的に「後期高齢者
医療保険」に切り替わります。

手続きは不要です。自動的に後期高齢者医療保険に切り
替わります。

ご家族などを扶養している場合、そのご家族の方の扶養を
続けることができなくなります。ご家族の国民健康保険等
の切り替え手続きが必要になりますので、現在加入されて
いる医療保険の担当部署にお問い合わせください。

今まで国民健康保険に加入していた方

今まで社会保険などに加入していた方

保険料の納付方法など

後期高齢者医療保険に

ついては私たちに

ご相談ください！
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根室市の人口
令和２年3月1日現在の人口 （前月比）

世帯数： 12,550 世帯（ －15 ）
総人口： 25,404 人 （－21）

　（うち外国人 325人）

男　性： 12,115 人 （－23）
　（うち外国人   52人）

女　性： 13,289 人 （＋  2）
　（うち外国人 273人）

転入： 20 人 出生： 8 人

転出： 30 人 死亡： 22 人

その他の増減：＋3 人

……… 編集後記 ………　
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
を
防
ぐ
た
め
、
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
の
中
止
が
相
次
い
だ
こ

と
か
ら
、今
月
の「
ま
ち
の
話
題
」

の
コ
ー
ナ
ー
は
お
休
み
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
一
日
も
早

く
事
態
が
終
息
し
、
明
る
い
ま

ち
の
話
題
を
届
け
た
い
と
願
う

ば
か
り
で
す
。　
　
　
　
　
（
Ｔ
）

 早期問題解決へ伝えたい思い

入
会
。
現
在
は
、
主
に
同
世
代
を
対

象
と
し
た
北
方
領
土
学
習
の
出
前
講

座
を
行
う
な
ど
、
市
内
外
で
北
方
領

土
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

祖
父
と
父
が
水
産
業
を
営
ん
で
い

る
木
村
さ
ん
は
、
北
方
領
土
が
返
還

さ
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
根
室
の
基
幹

産
業
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
こ
と
を

よ
く
理
解
し
て
お
り
「
一
日
も
早
く

北
方
領
土
問
題
が
解
決
し
、
根
室
が

元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
ま

す
。
ま
だ
日
時
は
決
ま
っ
て
い
ま
せ

ん
が
、
こ
の
後
、
弁
論
大
会
の
優
秀

者
に
よ
る
総
理
大
臣
へ
の
表
敬
訪
問

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
木
村
さ
ん
は

「
地
元
の
思
い
や
、
自
分
の
考
え
を

し
っ
か
り
と
総
理
に
伝
え
た
い
」
と

力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

曾
祖
父
母
が
歯
舞
群
島
の
志
発
島

出
身
と
い
う
木
村
琴
胡
さ
ん
（
根
室

高
校
２
年
生
）
は
今
年
の
１
月
に
札

幌
市
で
行
わ
れ
た
「
北
方
領
土
を
考

え
る
」高
校
生
弁
論
大
会
に
出
場
し
、

見
事
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

木
村
さ
ん
は
中
学
生
の
と
き
「
根

室
市
少
年
弁
論
大
会
」
に
出
場
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
北
方
領
土
の

こ
と
を
調
べ
は
じ
め
、
自
分
が
元
島

民
４
世
に
あ
た
る
こ
と
や
、
領
土
問

題
が
地
元
経
済
に
大
き
な
影
響
を
与

え
て
い
る
こ
と
な
ど
を
知
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
は
、
あ
ま

り
深
く
考
え
て
い
な
か
っ
た
領
土
問

題
が
自
分
に
も
身
近
な
問
題
で
あ
る

こ
と
に
気
が
付
い
た
と
い
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
木
村
さ
ん
は
高
校
に
進

学
し
「
北
方
領
土
根
室
研
究
会
」
に

木
き む ら

村　 琴
こ こ

胡  さ ん　
北方領土高校生弁論大会最優秀賞受賞

市・道民税の申告期限を４月１６日㈭まで延長します
令和２年度

申告会場　市役所１階税務課（14 番窓口）

問  合  先 　市税務課課税担当
　　　　　 ℡（23）6111番　内線 2152

　遊びを通して親子がともに学びコミュニケーションを 
とる場、保育士やお母さん・お父さんたちとの育児相談・
情報交換の場として開催する「あそびの広場」への参加 
親子を募集します。

開催日程

対　　象

募集期間

定　　員

5 月 22 日から翌年 2 月 19 日までの
10 時～ 11 時 30 分（月１回を予定）

平成 28 年 4 月 2 日～平成 30 年 10 月
生まれのお子さんとその保護者

４月６日㈪～５月８日㈮

25 組（申し込みが 5 組以下の場合、開催
中止となる場合があります）

申込・問合先　市子育て相談所 ☎（24）3482番

親子で遊ぼう！幼稚園教諭等修学資金の貸し付けを行っています
　幼稚園教諭等養成機関・保育士養成施設に 
修学し、将来、根室市内で幼稚園教諭や保育
士として働くことを希望している方を対象に、
修学資金の貸し付けを行っています。

根室市内に住所を有し、または有したことがあり、養成機
関等に在学または入学手続きが完了している方で幼稚園教
諭等として市内の幼稚園などに勤務しようとする方

修学期間中（４年を限度）
※卒業後、市内の幼稚園などに勤務し、貸付期間以上、保育
　業務に従事した場合は貸付金の返還が全額免除となります。

月額５万円以内

市こども子育て課　☎（23）6111 番 内線 2179・2186

対　象

貸付額

貸付期間

申込・問合先

あそびの広場に

参加しませんか？
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　新型コロナウイルス感染症の拡大防止の観点から、
令和２年度市・道民税の申告を令和２年４月１６日㈭ 
まで延長して、受け付けています。


